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《 計画の位置付け 》

○ スポーツ基本法第 10 条に基づく地方スポーツ推進計画

○ 山口県スポーツ推進条例第７条に基づくスポーツ推進計画

○ 「やまぐち未来維新プラン」の分野別計画

《 基本理念 》

４つの施策の柱に沿って、スポーツ推進施策を計画的・総合的に展開します。

施策の柱 基本施策

Ⅰ 多様な主体の参画による

スポーツの推進

１ スポーツ参画機会の拡大

２ 地域スポーツ推進拠点の整備充実

３ スポーツによる健康及び体力の保持増進

４ 障害者スポーツの推進

Ⅱ 競技力の向上

５ アスリート・指導者の計画的な育成・強化

６ スポーツ医・科学の推進

７ クリーンでフェアなスポーツの推進

Ⅲ スポーツ環境の整備

８ 新たな県民スポーツの拠点整備

９ 施設や設備の充実と利用促進

10 地域のスポーツ人材の育成

Ⅳ スポーツによるまちづく

り・地域活性化

11 「スポーツフィールドやまぐち」の推進による新たな

交流の創出

12 トップスポーツクラブ等と連携した魅力発信や交流

人口の拡大

13 オリンピック等世界大会のレガシーの継承・発展

14 県民運動の展開

＜県参考資料＞

やまぐちスポーツ推進プラン2022（Ｒ５．３策定）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/96/194226.html

山口県スポーツ推進条例（Ｈ24．３制定）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/96/13993.html

参考

やまぐちスポーツ推進プラン 2022 【計画期間 Ｒ４（2022）年度～Ｒ８（2026）年度】
（担当：観光スポーツ文化部スポーツ推進課）

「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現
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学校における働き方改革の推進や、教員の確保と教職員の育成に取り組むととともに、特色

ある学校づくりなどにより、持続可能な教育体制と質の高い学校教育を推進します。 

また、学校施設の老朽化対策や防災対策など、学校の安心・安全対策を進めるとともに、特

色ある私学教育の振興に取り組みます。 

 施策 
  ㉑ 安心・安全で質の高い教育環境の整備 
  ㉒ 学校安全の推進 
㉓ 学校における働き方改革の推進 
㉔ 教員確保と教職員の資質能力の向上 

  ㉕ 多様な学びのニーズに応える特色ある学校づくり 
  ㉖ 私立学校における特色ある教育の推進 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2026（令和８）年度の施策の展開 
６ 豊かな学びを支える教育環境の充実 

※ 施策ごとに2026（令和８）年度の取組方針、主な取組、取組の進捗、参考について記

載しています。 

※ 【主な取組】の見方 

➢ 主な取組を取組主体別に記載しています。 

■：山口県教育振興基本計画に示す主な取組 

○：主な取組の柱 

・：具体的な取組内容 

新新：2026（令和８）年度の新規事業関連の取組 

新：2026（令和８）年度の予算計上を伴わない新たな取組 

拡：2026（令和８）年度の拡充する取組 

➢ 予算の欄には、関連資料（令和８年度教育委員会当初予算の概要）のページ数を記載しています。 

➢ 参考に説明資料等を掲載している取組や資料名には下線を引いています。 

 

注 各施策の参考に記載している＜国参考資料＞及び＜県参考資料＞には、その他の関連資料、閲覧す

るためのＵＲＬや二次元コードを示しています。情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性が

あります。 
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㉑ 安心・安全で質の高い教育環境の整備 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 県立学校については、老朽化対策や防災機能の更なる強化に向けた施設整備を計画的か

つ着実に実施するとともに、教育環境の向上に向けた施設整備にも一体的に取り組み、安

心・安全で質の高い魅力ある教育環境づくりを推進します。 

 ◆ 市町立学校については、各市町が計画する、耐震化対策や老朽化対策などの各種施設整

備が円滑に進むよう、必要な支援に努めます。 

【主な取組】                                       （担当課：学校運営・施設整備室） 

 ※ 別途予算計上（知事部局） 
※１ ＺＥＢ：Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、快適な室内環境を実 

   現しながら、建物で消費する年間の⼀次エネルギーの収⽀をゼロにすることをめざした建築物 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 県立学校における安心・安全な教育環境の整備 

 ○ 学校施設における長寿命化・老朽化対策の推進 

・ 「山口県立学校施設長寿命化計画❶」に基づき、外壁改修や屋上防水 

改修等、学校施設の長寿命化に向けた改修等の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 学校施設における防災機能の強化 

・ 非構造部材の耐震対策や急傾斜地の法面対策等の実施 

・ 非構造部材について専門的な知識を持った有資格者による点検を 実施 

県教委 
P124 

P155 

■ 県立学校における質の高い魅力ある教育環境の整備 

 ○ 再編整備に係る施設整備の推進 

・ 「第３期県立高校将来構想」に基づく再編整備や学科改編、併設中

学校設置等により質の高い高校教育を提供できるよう、必要な施設の

整備の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 総合支援学校における教育環境の向上 

・ 学校施設の老朽化や児童生徒数の増加等に伴う施設の狭隘化、教室

不足の解消に向けた施設整備の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 快適な学習環境の実現 

拡 特別教室における空調整備のさらなる推進 

・ 学校体育館の空調整備に向けた課題の整理 

・ 照明のＬＥＤ化による学校施設のＺＥＢ※１化の推進 

・ トイレの洋式化や多目的トイレの整備による学校施設のユニバー 

 サルデザイン化の推進  

県 

県教委 

P123 

P124 

P155 

※ 

■ 市町立学校の施設整備の促進 

 ○ 学校施設の老朽化対策など教育環境の改善等の促進 

・ 校舎等の耐震化や老朽化対策等の着実な実施に向けた関係市への働きかけ 

・ 特別教室や体育館などの空調整備、トイレの洋式化など、教育環境 

の質的な向上に向けた施設整備に関する助言・情報提供 

・ 国に対する財政支援措置の拡充や必要な財源の確保についての要請 

県教委  

 ○ 学校施設の老朽化対策など教育環境の改善等の推進 

・ 校舎等の耐震化をはじめ老朽化対策等の着実な実施 
市町教委  
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㉑ 安心・安全で質の高い教育環境の整備 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 県立学校については、老朽化対策や防災機能の更なる強化に向けた施設整備を計画的か

つ着実に実施するとともに、教育環境の向上に向けた施設整備にも一体的に取り組み、安

心・安全で質の高い魅力ある教育環境づくりを推進します。 

 ◆ 市町立学校については、各市町が計画する、耐震化対策や老朽化対策などの各種施設整

備が円滑に進むよう、必要な支援に努めます。 

【主な取組】                                       （担当課：学校運営・施設整備室） 

 ※ 別途予算計上（知事部局） 
※１ ＺＥＢ：Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、快適な室内環境を実 

   現しながら、建物で消費する年間の⼀次エネルギーの収⽀をゼロにすることをめざした建築物 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 県立学校における安心・安全な教育環境の整備 

 ○ 学校施設における長寿命化・老朽化対策の推進 

・ 「山口県立学校施設長寿命化計画❶」に基づき、外壁改修や屋上防水 

改修等、学校施設の長寿命化に向けた改修等の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 学校施設における防災機能の強化 

・ 非構造部材の耐震対策や急傾斜地の法面対策等の実施 

・ 非構造部材について専門的な知識を持った有資格者による点検を 実施 

県教委 
P124 

P155 

■ 県立学校における質の高い魅力ある教育環境の整備 

 ○ 再編整備に係る施設整備の推進 

・ 「第３期県立高校将来構想」に基づく再編整備や学科改編、併設中

学校設置等により質の高い高校教育を提供できるよう、必要な施設の

整備の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 総合支援学校における教育環境の向上 

・ 学校施設の老朽化や児童生徒数の増加等に伴う施設の狭隘化、教室

不足の解消に向けた施設整備の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 快適な学習環境の実現 

拡 特別教室における空調整備のさらなる推進 

・ 学校体育館の空調整備に向けた課題の整理 

・ 照明のＬＥＤ化による学校施設のＺＥＢ※１化の推進 

・ トイレの洋式化や多目的トイレの整備による学校施設のユニバー 

 サルデザイン化の推進  

県 

県教委 

P123 

P124 

P155 

※ 

■ 市町立学校の施設整備の促進 

 ○ 学校施設の老朽化対策など教育環境の改善等の促進 

・ 校舎等の耐震化や老朽化対策等の着実な実施に向けた関係市への働きかけ 

・ 特別教室や体育館などの空調整備、トイレの洋式化など、教育環境 

の質的な向上に向けた施設整備に関する助言・情報提供 

・ 国に対する財政支援措置の拡充や必要な財源の確保についての要請 

県教委  

 ○ 学校施設の老朽化対策など教育環境の改善等の推進 

・ 校舎等の耐震化をはじめ老朽化対策等の着実な実施 
市町教委  
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

県立学校施設の長寿命化計画に係る長寿

命化改修に着手した学校数（累計）
10校

(2022(令和４)年度)

30校

(2025(令和７)年度)
50校

県立学校における多目的トイレの設置率
82.1％

(2022(令和４)年度)

93.1％

(2025(令和７)年度)
100%

市町立小・中学校の耐震化率
98.7％

(2022(令和４)年)

99.2％

(2025(令和７)年)
100%

市町立幼稚園の耐震化率
97.6％

(2022(令和４)年)

100％

(2025(令和７)年)
100%

＜県参考資料＞

❶学校運営・施設整備室「山口県立学校施設長寿命化計画」（Ｒ４.３）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/111975.pdf

取組の進捗 p-d-Check-a

参考
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㉒ 学校安全の推進 
【2026(令和８)年度の取組方針】 
 ◆ 学校における安全管理体制の整備をはじめ、危険予測学習（KYT）の手法による子ども
たちの危険予測・回避能力の育成や、学校と家庭・地域・関係機関等の連携により学校安
全の取組を推進します。 

 ◆ 児童生徒や教職員が学校安全に関する資料やデータ等について１人１台タブレット端末
を活用して学習できるよう推進します。 

 ◆ 危機管理マニュアルや学校安全計画等が常に実践的なものとなるよう、外部の有識者等
の知見を加えた見直し・改善を推進します。 

【主な取組】                      （担当課：学校安全・体育課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 児童生徒への「安全教育」の充実 

 ○ 安全意識・能力を育む「防犯を含む生活安全」の推進 

 

・ 不審者対応等の「防犯を含む生活安全」に係る学校安全セーフティライフセミナーの開催 
・ 防犯教室・訓練の実践事例の収集及びＷｅｂページへの掲載 
・ 地域安全マップの作成や更新等の取組事例の周知を通じた、安全意
識・能力の向上を図る取組の推進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

・ 警察や専門家等と連携した防犯教室・訓練等の実施 
・ 地域安全マップの作成や更新を通じた、「防犯を含む生活安全」に係る資質能力の育成 

学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ 自他の命を守る「交通安全」の推進 

 

・ 「交通安全」に係る学校安全セーフティライフセミナーの開催 
・ 「自転車の安心・安全確認テスト」の活用促進 

県教委 
市町教委 
関係機関 

P145 
P155 

・ 警察や専門家等と連携した交通安全教室（自転車教室を含む）の実施 
・ ヘルメット着用及び自転車の安全利用に向けた取組の推進 

学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ 防災対応能力の向上を図る「災害安全（防災）」の推進 

 

・ 防災訓練の実地指導を行う学校防災アドバイザーの派遣 
・ 防災出前授業実施校への専門家（大学や気象台、企業等）の派遣 
・ 災害ボランティア活動への理解を深めることを目的とした、ボラン
ティア経験者による講師の派遣 

県教委 
市町教委 
関係機関 

P145 
P155 

・ 地域の災害リスクや災害の種類（地震、津波、風水害、土砂災害等）に応じた防災教育の実施  
・ 日時等を事前に告げないなど、不測の事態を想定したより実践的な避難訓練の実施 
・ 市町防災部局や消防団、まちづくり推進協議会等、地域との協働による防災教育・避難訓練の実施  

学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ ＩＣＴ環境を生かした安全教育の取組 

 

・ 「危険予測学習（ＫＹＴ）資料」❶等のデジタル教材の活用促進 
・ 地域安全マップのデジタル化促進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

・ 安全教育における「危険予測学習（ＫＹＴ）資料」等の活用 
・ デジタル化した地域安全マップの活用による学校と地域が一体とな
った安全教育に係る児童生徒の資質能力の育成 

学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ 現代的課題への対応 

 
・ 生命（いのち）を大切にし、子どもたちを性暴力・性犯罪の加害者、被害者、
傍観者にさせないための「生命（いのち）の安全教育」❷の充実 
・ 専門家と連携したＳＮＳ利用に関する安全教育の取組の推進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

■ 教職員の資質向上に向けた研修等の充実 

 ○ 教職員の危機管理能力の向上 

 

・ 「第３次山口県学校安全推進計画」❸に沿った、より実効性のある
学校安全の取組の推進 
・ 「学校安全取組状況調査」等の結果の周知や、ＰＤＣＡサイクルに
よる学校安全に係る取組の見直し・改善の推進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

 
・ 学校安全担当教職員を中心とした学校安全活動の推進 
・ 危機管理マニュアルに基づく教職員の実践的な訓練の実施 
・ 「学校危機対応演習資料」や学校安全セーフティライフセミナーの活用 

学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 
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㉒ 学校安全の推進 
【2026(令和８)年度の取組方針】 
 ◆ 学校における安全管理体制の整備をはじめ、危険予測学習（KYT）の手法による子ども
たちの危険予測・回避能力の育成や、学校と家庭・地域・関係機関等の連携により学校安
全の取組を推進します。 

 ◆ 児童生徒や教職員が学校安全に関する資料やデータ等について１人１台タブレット端末
を活用して学習できるよう推進します。 

 ◆ 危機管理マニュアルや学校安全計画等が常に実践的なものとなるよう、外部の有識者等
の知見を加えた見直し・改善を推進します。 

【主な取組】                      （担当課：学校安全・体育課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
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・ 不審者対応等の「防犯を含む生活安全」に係る学校安全セーフティライフセミナーの開催 
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県教委 
市町教委 

P145 
P155 
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学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ 自他の命を守る「交通安全」の推進 

 

・ 「交通安全」に係る学校安全セーフティライフセミナーの開催 
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学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ 防災対応能力の向上を図る「災害安全（防災）」の推進 
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・ 地域の災害リスクや災害の種類（地震、津波、風水害、土砂災害等）に応じた防災教育の実施  
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学校 
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学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 
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・ 生命（いのち）を大切にし、子どもたちを性暴力・性犯罪の加害者、被害者、
傍観者にさせないための「生命（いのち）の安全教育」❷の充実 
・ 専門家と連携したＳＮＳ利用に関する安全教育の取組の推進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

■ 教職員の資質向上に向けた研修等の充実 

 ○ 教職員の危機管理能力の向上 

 

・ 「第３次山口県学校安全推進計画」❸に沿った、より実効性のある
学校安全の取組の推進 
・ 「学校安全取組状況調査」等の結果の周知や、ＰＤＣＡサイクルに
よる学校安全に係る取組の見直し・改善の推進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

 
・ 学校安全担当教職員を中心とした学校安全活動の推進 
・ 危機管理マニュアルに基づく教職員の実践的な訓練の実施 
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※１ 通学路交通安全プログラム：市町が策定した通学路の安全確保の基本的方針

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値

(2027(令和９)年度)

日時等を事前に告げない避難訓練を
実施している学校の割合

69.0％

(2022(令和４)年度)

72.4%
(2025(令和７)年度)

80％

専門家と連携した防災学習を実施し
ている学校の割合

42.6％

(2022(令和４)年度)

85.7%
(2025(令和７)年度)

70％
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関係機関

P145
P155
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学校
（小・中・高・特）

P145
P155
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関係機関
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P155

○ 地域と一体となった安全管理体制の確立

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした学校安全管理
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県教委
市町教委

P145
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・ 学校と家庭、地域の関係機関・団体等及び学校相互の連携や情報交
換を密にした地域ぐるみの学校安全管理体制の整備

学校
（小・中・高・特）

P145
P155

取組の進捗 p-d-Check-a
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「第３次山口県学校安全推進計画」に基づき、学校安全３領域・３活動の取組を総合的かつ効果的に

推進し、ＰＤＣＡサイクルによる各学校の学校安全の質と水準の向上を図ります。

＜国参考資料＞

文部科学省×学校安全「学校安全ポータルサイト」

https://anzenkyouiku.mext.go.jp/

❷文部科学省「生命（いのち）の安全教育」

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index2.html

＜県参考資料＞

❶学校安全・体育課「危険予測学習（ＫＹＴ）資料」（Ｒ７．３更新）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26730.html

❸学校安全・体育課「第３次山口県学校安全推進計画」（Ｒ６．３改訂）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/189336.html

安心・安全な学校づくりに向けて (担当：学校安全・体育課)

参考

学校安全の目標

めざす姿

～学校安全３領域・３活動の取組を総合的かつ効果的に推進～
（３領域）
１ 安全意識・能力を育む「防犯を含む生活安全」の取組の推進
２ 自他の命を守る「交通安全」の取組の推進
３ 防災対応能力の向上を図る「災害安全(防災)」の取組の推進
（３活動）
４ 学校教育活動全体を通じた「安全教育」の充実
５ ＰＤＣＡサイクルの確立を重視した「安全管理」の充実
６ 教職員の資質向上と、総合的な学校安全の取組による「組織活動」の充実

学校安全の推進のための基本方針

Action 学校安全活動の
見直し・改善

Plan
学校安全計画 ・危機管理
マニュアル等の共通理解・
体制の整備

Do
計画に基づく

学校安全活動の実施Check
学校安全活動の

点検・評価

〇 地域の実情に応じた実践的な防災教育・
訓練の実施
〇 地域の災害リスクを踏まえた実践的な
防災教育の充実
〇 学校における教育手法の改善
〇 安全教育の好事例等の収集・発信
〇 現代的課題への対応
〇 児童生徒の主体的な安全活動の推進等

「安全教育」の取組
〇 学校経営における学校安全の明確な位置付け
〇 学校安全計画・危機管理マニュアルの見直
し・改善をするサイクルの構築と取組内容の
充実
〇 コミュニティ・スクールとして、家庭・地域・
関係機関等と連携・協働した取組の推進
〇 学校安全に関する校長・教職員の研修及び
訓練の充実
〇 地域に向けた安全に関する啓発活動 等

「組織活動」の取組

〇 危機管理マニュアルの周知・徹底
〇 子どもたちの視点を加えた安全対策の推進
〇 学校における安全点検に関する手法の改善
〇 重大事故の予防のためのヒヤリハット事例の活用
〇 施設・設備・通学路等の安全点検と改善
〇 地域の特性に応じた危機管理体制の確立
〇 学校安全に関する情報共有体制の整備 等

「安全管理」の取組

各学校における学校安全の質と水準の向上
（第 ３ 次 山 口県 学 校 安 全推 進 計 画 ）

安心・安全な学校づくり

○ 事件等による被害を未然に防ぎ、子どもたちのかけがえのない命を守ること
○ 子どもたちが、自らの命を自ら守るために主体的に行動できる力を育成すること(自助)
○ 自分の安全を確保した上で、周囲の人や社会の安全に貢献できる力を育成すること(共助・公助)

○ 全ての子どもたちが、自ら適切に判断し、主体的に行動できるよう、安全に関する資質・
能力を確実に身に付けること
○ 学校管理下における子どもたちの死亡事故の発生件数について限りなくゼロにすること
○ 学校管理下における子どもたちの負傷・疾病の発生率について、障害や重度の負傷を
伴う事故を中心に減少させること

計画に基づく学校安全
の総合的かつ効果的な

取組の推進

中核となる教職員に
よる取組の推進

管理職の
リーダーシップ

「学校安全の目標」を
学校・家庭・地域が

共有

学校安全推進の
「基本方針」を
踏まえた取組
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㉓ 学校における働き方改革の推進 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 「山口県 学校における働き方改革加速化プラン【第3期】」（R８.４改訂）❶に基づき、

持続可能な学校の指導・運営体制※１の構築や教職員のワーク・ライフ・バランスの実現に

向けて、「コミュニティ・スク－ルの連携・協働体制」と「ＩＣＴ環境」を取組に共通する

視点とし、県、市町、学校が一体となった学校における働き方改革❷を推進します。 

 ◆ 法令で定められた教員の時間外在校等時間の上限※２を踏まえ、教職員の業務量の適切な

管理を徹底するとともに、業務改善の取組を一層推進し、時間外在校等時間の縮減を図り

ます。 

【主な取組】  （担当課：教職員課／教育政策課/教育情報化推進室／高校教育課／学校安全・体育課／地域連携教育推進課）  

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 業務の見直し・適正化 

 ○ 適正な勤務時間管理と継続的な状況把握 

 

・ クラウド型出退勤管理システム※３の活用（県立）（市町に情報提供） 

・ 時間外在校等時間の継続的な把握に基づく、県・市町教育委員会に

おけるＰＤＣＡサイクルの推進 

県教委 

市町教委 
 

 ・ ＩＣＴの活用やタイムカード等による客観的な時間外在校等時間の把握 
学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 事業・校務等の精選 

 ・ 各種会議・諸調査、各種事業等の精選・簡素化 
県教委 

市町教委 
 

 
・ 県教育委員会作成の「働き方改革 現状分析ツール」等の活用による

各学校におけるＰＤＣＡサイクルの推進 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 意識改革や業務の効率化を図る研修の充実   

 

・ やまぐち総合教育支援センターにおける研修の充実 
県教委 

市町教委 
 

・ 文部科学省作成の「全国の学校における働き方改革事例集」❸等を活

用した校内研修の実施 

学校 

（小・中・高・特） 
 

■ 校務の効率化  ・ ＩＣＴの活用 

 ○ 統合型校務支援システムの効率的な運用 

・ 統合型校務支援システムと各種システムの連携による校務の効率化 

・ 統合型校務支援システムを活用した各校種間でのデータ連携の推進 

県教委 

市町教委 
 

○ 校務におけるＩＣＴの活用促進 

 

・ 文部科学省「ＧＩＧＡスクール構想の下での校務ＤＸチェックリス

ト❹」に基づく自己点検と取組の推進 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

 

・ 公立高等学校における入学者選抜のＷＥＢ出願システム※４の導入 県教委  

 

・ クラウド型採点システムの活用（県立高等学校等） 

・ 資料の共有や会議などにおける教職員間のコミュニケーションツールの活用 

・ 児童生徒の欠席・遅刻連絡等、保護者とのやりとりのデジタル化 

・ 教材等の共有化による授業準備の効率化 

・ 校務における生成ＡＩの活用推進 

学校 

（小・中・高・特） 

P129 

P150 

・ 教職員のＩＣＴ活用指導力向上に向けた研修の充実 
県教委 

市町教委 
P155 
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■ 勤務体制等の改善 

 ○ メリハリのある働き方のルール化 

 ・ 「時差出勤」や「学校閉庁日」などのより効果的な実施方法の検討 
県教委 

市町教委 
 

 
・ 「時差出勤」「学校閉庁日」の実施、「最終退校時刻」「ノー残業デー」

等の設定・実施及び「留守番電話」の活用 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 教職員の健康の確保  

 

・ 健康診断の実施 

・ ストレスチェックの実施 

・ メンタルヘルス事業の充実 

県教委 

市町教委 

共済組合 

互助会 

 

・ 長時間勤務の教職員に対する面接指導の実施 

・  コミュニケーションの良好な職場環境づくり 

・ 管理職を中心としたラインケアの充実 

学校 

(小・中 ・ 高 ・ 特 ） 
 

○ 教員業務支援員の配置 

拡「教員業務支援員配置事業」による県立高等学校等への配置 

・ 国事業を活用し、教員業務支援員を配置する市町を支援 

県教委 

市町教委 

P131 

P155 

○ 部活動指導員の配置と部活動の適正化   

 

・ 学校部活動における単独での指導や大会への引率等を行う部活動 

指導員の県立学校への配置 

・ 「学校部活動の在り方に関する方針」に基づいた、各学校における取

組の把握及び遵守の徹底 

県教委 

市町教委 
 

・ 各学校が策定する学校部活動方針に基づいた活動の実施 
学校 

（中・高） 
 

○ ＩＣＴ支援員の配置 

・ 教職員の日常的なＩＣＴ活用をサポートする支援員の配置 

・ １人１台タブレット端末の故障対応等を行う「やまぐちＧＩＧＡ 

スクール運営支援センター」の設置 

県教委 

市町教委 

P129 

P150 

■ 学校・家庭・地域の連携・協働 

 ○ 学校・教員が担う業務の在り方の整理※５と保護者・地域への理解促進 

・ 学校運営協議会やＰＴＡを通じた保護者・地域への理解促進 

・ 学校運営協議会での熟議等による、学校や教職員が担う業務につい 

ての役割分担や適正化の検討及び取組の実施 

  ・ Ｗｅｂページ等による働き方改革に係る取組状況の公表 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 学校と家庭・地域の良好な関係づくりについて 

・ 学校における保護者等対応ガイドラインを基本とした良好な関係

づくり 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

 

○ 部活動改革の推進 

・ 公立中学校における学校部活動の地域連携、または、地域展開の取組の推進 

・ 部活動改革の推進に向け、部活動指導員を配置する市町を支援 

県教委 

市町教委 
 

○ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした、地域のネットワークの強化 

 
・ 学校や保護者・地域など多様な人々による熟議・協働活動の推進 

・ 連絡調整等を担う人材（コーディネーター）の養成及び活躍の場の創出 

県教委 

市町教委 
 

 
・ 学校運営の評価・改善や学校支援に係る協働体制の構築に向けた 

多様な人々による熟議・協働活動の実施 

学校 

（小・中・高・特） 
 

- 92 -



６ 豊かな学びを支える教育環境の充実 

- 92 - 

■ 勤務体制等の改善 

 ○ メリハリのある働き方のルール化 

 ・ 「時差出勤」や「学校閉庁日」などのより効果的な実施方法の検討 
県教委 

市町教委 
 

 
・ 「時差出勤」「学校閉庁日」の実施、「最終退校時刻」「ノー残業デー」

等の設定・実施及び「留守番電話」の活用 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 教職員の健康の確保  

 

・ 健康診断の実施 

・ ストレスチェックの実施 

・ メンタルヘルス事業の充実 

県教委 

市町教委 

共済組合 

互助会 

 

・ 長時間勤務の教職員に対する面接指導の実施 

・  コミュニケーションの良好な職場環境づくり 

・ 管理職を中心としたラインケアの充実 

学校 

(小・中 ・ 高 ・ 特 ） 
 

○ 教員業務支援員の配置 

拡「教員業務支援員配置事業」による県立高等学校等への配置 

・ 国事業を活用し、教員業務支援員を配置する市町を支援 

県教委 

市町教委 

P131 

P155 

○ 部活動指導員の配置と部活動の適正化   

 

・ 学校部活動における単独での指導や大会への引率等を行う部活動 

指導員の県立学校への配置 

・ 「学校部活動の在り方に関する方針」に基づいた、各学校における取

組の把握及び遵守の徹底 

県教委 

市町教委 
 

・ 各学校が策定する学校部活動方針に基づいた活動の実施 
学校 

（中・高） 
 

○ ＩＣＴ支援員の配置 

・ 教職員の日常的なＩＣＴ活用をサポートする支援員の配置 

・ １人１台タブレット端末の故障対応等を行う「やまぐちＧＩＧＡ 

スクール運営支援センター」の設置 

県教委 

市町教委 

P129 

P150 

■ 学校・家庭・地域の連携・協働 

 ○ 学校・教員が担う業務の在り方の整理※５と保護者・地域への理解促進 

・ 学校運営協議会やＰＴＡを通じた保護者・地域への理解促進 

・ 学校運営協議会での熟議等による、学校や教職員が担う業務につい 

ての役割分担や適正化の検討及び取組の実施 

  ・ Ｗｅｂページ等による働き方改革に係る取組状況の公表 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 学校と家庭・地域の良好な関係づくりについて 

・ 学校における保護者等対応ガイドラインを基本とした良好な関係

づくり 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

 

○ 部活動改革の推進 

・ 公立中学校における学校部活動の地域連携、または、地域展開の取組の推進 

・ 部活動改革の推進に向け、部活動指導員を配置する市町を支援 

県教委 

市町教委 
 

○ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした、地域のネットワークの強化 

 
・ 学校や保護者・地域など多様な人々による熟議・協働活動の推進 

・ 連絡調整等を担う人材（コーディネーター）の養成及び活躍の場の創出 

県教委 

市町教委 
 

 
・ 学校運営の評価・改善や学校支援に係る協働体制の構築に向けた 

多様な人々による熟議・協働活動の実施 

学校 

（小・中・高・特） 
 

６ 豊かな学びを支える教育環境の充実

- 93 -

※１ 持続可能な学校の指導・運営体制：教員が、限られた時間の中で児童生徒と接する時間を十分に確保し、そ

の専門性を生かしながら、児童生徒に必要な総合的な指導(学習・生徒指導・学級経営等)を持続的・効果的に

行うことができる体制

※２ 時間外在校等時間の上限：教員の在校等時間（教員が学校教育に関する業務を行っている時間）から所定

の勤務時間を除いた時間の上限であり、１か月について４５時間、１年について３６０時間（児童生徒等に

係る臨時的な特別の事情がある場合は、１か月について１００時間、１年について７２０時間）

※３ クラウド型出退勤管理システム：教職員の在校等時間をクラウド上で記録し、管理するシステム

※４ ＷＥＢ出願システム：公立高等学校における入学者選抜手続きをデジタル化し、Ｗｅｂ上で出願の手続きが

完結できるシステム

※５ 学校・教員が担う業務の在り方の整理：文部科学省「公立学校の教育職員の業務量の適切な管理その他教育

職員の服務を監督する教育委員会が教育職員の健康及び福祉を図るために講ずべき措置に関する指針」（令和

７年９月）において、「学校と教師の業務の３分類」を以下のとおり提示

【学校以外が担うべき業務】

① 登下校時と通学時における日常的な見守り活動等   

② 放課後から夜間などにおける校外の見回り、児童生徒が補導された時の対応

③ 学校徴収金の徴収・管理  ④ 地域学校協働活動の関係者間の連絡調整等

⑤ 保護者等からの過剰な苦情や不当な要求等の学校では対応が困難な事案への対応

【教師以外が積極的に参画すべき業務】

⑥ 調査・統計等への回答等  ⑦ 学校の広報資料・ウェブサイトの作成・管理

⑧ ＩＣＴ機器・ネットワーク設備の日常的な保守・管理

⑨ 学校プールや体育館等の施設・設備の管理    ⑩ 校舎の開錠・施錠

⑪ 児童生徒の休み時間における安全への配慮    ⑫ 校内清掃  ⑬ 部活動

【教員の業務だが負担軽減を促進すべき業務】

⑭ 給食の時間における対応  ⑮ 授業準備    ⑯ 学習評価や成績処理

⑰ 学校行事の準備・運営   ⑱ 進路指導の準備 ⑲ 支援が必要な児童生徒・家庭への対応

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

教員の１か月当たりの時間外在校等

時間の平均

小学校 38.4時間

中学校 47.0時間

県立学校 33.0時間
(2022(令和４)年度)

小学校 35.0時間

中学校 41.7時間

県立学校 32.1時間

(2024(令和６)年度)

30時間

働き方改革に係る取組状況をＷｅｂ

ページ等で公表している学校の割合

小学校 11.0%

中学校 16.3%

県立学校 6.6%
(2022(令和４)年度)

小学校 55.0%

中学校 54.0%

県立学校 73.8%

(2024(令和６)年度)

100%

取組の進捗 p-d-Check-a
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助言・支援

市町立
学 校

学校における
働き方改革推進室

学校における

働き方改革推進会議

県教育委員会

市町

教育委員会

連携

県立

学校

助言・支援

・業務の見直し・適正化

・校務の効率化

・勤務体制等の改善

・学校・家庭・地域の連携・協働

豊かな学びを支える教育環境の充実

検証、改善・見直し

学校における働き方改革の推進

学校における働き方改革 推進体制

【各取組に共通する視点】

コミュニティ・スクールの

連携・協働体制
ＩＣＴ環境

持続可能な学校の指導・運営体制の構築や、教職員のワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、４

つの柱と 13の取組を設定するとともに、「コミュニティ・スクールの連携・協働体制」と「ＩＣＴ環境」

を各取組に共通する視点として位置付け、取組を推進します。

学校における働き方改革 推進体制

県教育委員会に設置した「学校における働き方改革推進室」による進行管理の下、豊かな学びを支え

る教育環境の充実に向け、市町教育委員会や学校と連携し、各種取組の検証、改善・見直しを行いなが

ら、学校における働き方改革を推進します。

    

参考

➋学校における働き方改革 推進体制 (担当：教職員課)

❶「山口県 学校における働き方改革加速化プラン【第 3期】」（Ｒ８.4改訂 概要）(担当：教職員課)
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＜＜国国参参考考資資料料＞＞  

❸文部科学省「全国の学校における働き方改革事例集（Ｒ５.３改訂版）」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/mext_00008.html 

 

❷文部科学省「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法等の一部を改正す

る法律の公布について（通知）（R7.6月）」 

https://www.mext.go.jp/content/20250618-mxt_syoto01-000042920_8.pdf 

 

❷文部科学省「教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況（教職員の勤務実態の把握状

況、具体の取組状況、取組の好事例等）」について 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoshi-kankyo/index_00022.htm 

 

❹文部科学省「ＧＩＧＡスクール構想の下での校務ＤＸチェックリスト（学校設置者向け）」 

https://www.mext.go.jp/content/20240930-mxt_jogai01-000033278_004.pdf 

 

❹文部科学省「GIGAスクール構想の下での校務ＤＸチェックリスト（学校向け）」 

https://www.mext.go.jp/content/20240930-mxt_jogai01-000033278_003.pdf 

 

＜＜県県参参考考資資料料＞＞  

❶、❷教職員課Ｗｅｂページ（学校における働き方改革の推進（専用ページ）） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/290392.html 
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㉔ 教員確保と教職員の資質能力の向上 
【2026（令和８）年度の取組方針】 
◆ 学校、市町教育委員会及び大学等と連携し、教員の養成・採用・研修の一体的な取組を
推進します。 
◆ 教育課題に的確に対応するため、教職員の資質能力の向上を図り、多様な専門性を有す
る教職員集団の形成をめざすとともに、教職員の健康の維持・増進を図ります。 
◆ 「新たな教師の学びの姿」の実現に向け、教員の研修履歴の記録の作成と当該記録を活
用した資質能力向上に関する指導助言等の取組を推進します。 

【主な取組】            （担当課：教職員課／やまぐち総合教育支援センター／関係課室） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 教員の養成・採用・研修の一体的な取組の推進 

 ○ 養成・採用・研修の一体的な取組の推進 

・ 「山口県教員養成等検討協議会」を通した大学等との連携の強化、教 

員養成や採用試験の改善・充実 

・ 「山口県教職員人材育成基本方針❶」「山口県教員育成指標❷」等の

活用による計画的・継続的な人材育成の推進 

県教委  

■ 優秀で意欲のある教員や多様な経験を有する教員の確保 

 ○ 優れた人材が本県の教員をめざすための支援及び採用試験等の改善・充実 

拡 「中高校生のための教職セミナー」の開催（中高校生とその保護者対象） 

・ 教育委員会・学校と大学等が連携した「教員をめざす学生の学校体験 

制度」(大学１・２年生等対象)、「採用前教職インターンシップ」（学校で

初めて勤務する新規採用予定者対象） 

・ 採用試験の５月実施 

・ 採用試験の第一次試験における大学３年生受験制度 

新 自己推薦特別選考の導入 

県教委 

市町教委 

P131 

P132 

○ 教職の魅力や採用試験等の積極的な情報発信の推進 

・ 教職の魅力ややりがい等を分かりやすく伝えるＰＲ動画のＳＮＳ等による配信  

・ ＬＩＮＥ公式アカウントによる情報発信 

・ 採用試験説明会の開催や大学等への訪問 

・ 県外在住者を対象とした相談会の実施 

・ 教職に就いていない免許保有者等に向けた教職入門セミナー（先生にな

るなら“やまぐち”で！セミナー）の実施 

・ 山口県教員採用試験受験者や教職に興味をもつ者を対象とした先生にな

るなら“やまぐち”で！学びサイト❸を開設 

県教委 
P131 

P132 

○ 多様な専門性や背景を持つ人材を教員として取り入れるための採用試験の更なる工夫・改善 

・ 教員免許未取得者を対象とした特別選考 

・ 多様な経験や得意分野等を評価する採用試験の工夫・改善 

拡 特別免許状に関する運用の改善 

県教委 
P131 

P132 

■ 「新たな教師の学びの姿」の実現 

 ○ 教職員評価の充実 

・ 教職員一人ひとりのよさの伸長と課題の解決に向けた教職員評価の

充実 

県教委 
市町教委
学校 

（小・中・高・特） 

 

○ 研修体制の整備❹ 

・ 全国教員研修プラットフォーム（Plant）を活用した受講申込や受講

履歴の登録などによる研修管理の一元化 

・ 管理職等による教職員との対話に基づく適切な研修奨励を通した教職

員一人ひとりの主体的で個別最適・協働的な学びの支援 

県教委 
市町教委
学校 

（小・中・高・特） 

P155 
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○ 研修内容の充実 

・ 「受講者が主体的に参加する探究型の研修」「ＩＣＴを効果的に活用 

した研修」「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた研修」の３つを 

柱としたやまぐち総合教育支援センターの研修講座の工夫・改善 

・ 学習指導要領の趣旨を踏まえた「主体的・対話的で深い学び」の実 

現に関する研修の充実 

・ 障害の特性に応じた支援、いじめ・不登校への対応など喫緊の教育 

課題に応じた研修の充実 

・ 授業や校務における１人１台タブレット端末やクラウドサービス等 

の活用及び情報モラル教育に関する研修の充実 

県教委 

市町教委 
P155 

○ 校内研修の支援 

 ・ やまぐち総合教育支援センターのサテライト研修の活用促進 

・ ＩＣＴを活用した授業実施等を支援するＷｅｂページ「やまぐち 

ＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）❺」による研修コンテン

ツや授業映像の提供 

県教委 

市町教委 
 

 
・ 校内研修年間計画の作成・活用 

・ 全国教員研修プラットフォーム（Plant）及びオープン校内研修案内

（「ようこそ校内研」）の活用 

学校

（小・中・高・特） 
 

○ 人材育成の推進❻ 

・ 人材育成校内会議が進行管理する「若手人材育成1,000日プラン」 

による、新採から３年次までの教職員を中心とした人材育成 

・ 学校運営協議会や校内研修等における教職員と地域人材との交流な 

ど、コミュニティ・スクールの強みを生かした人材育成（ユニット 

型研修の推進） 

・ 「学校におけるＯＪＴ推進の手引き❼」を活用した組織的・計画的な 

ＯＪＴの実施 

県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

 

■ 「チームとしての学校」を牽引するミドルリーダー及び管理職の育成 

 ○ 学校運営や人材育成の中核となるミドルリーダーの育成 

  ・ 教務、学年、保健、生徒指導の各分野の主任に求められる専門的ス

キルと指導力の向上を図る「主任研修」の実施 

  ・ 積極的な学校運営への参画や人材育成に関する資質能力の向上を図

る「マネジメント研修」の実施 

・ 独立行政法人教職員支援機構（ＮＩＴＳ）山口大学センターと連携 

した資質能力の向上に係る研修の充実 

・ 学校課題の解決に向けた実践研究により課題解決力及び調整力の育成 

を図る「やまぐち総合教育支援センター長期研修」の実施 

県教委 P155 

○ キャリアステージを意識した計画的な管理職候補者の育成と選考 

・ 多様な教職経験や実績を有し、学校課題の解決や学校教育目標の実 

現に向けて指導力を発揮する人材の登用 

・ 女性管理職候補者の積極的な育成 

県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

 

○ 管理職登用後の研修の充実 

・ 管理職に必要な素養であるリーダーシップやコミュニケーション能

力、マネジメント能力等の向上に向けた、新任管理職研修会をはじめ

とする研修の充実 

県教委  
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値 目標値

(2027(令和９)年度)

教員採用試験における志願倍率
2.9倍

(2022(令和４)年度)

2.3倍

(2025(令和７)年度)
3.2倍

研修奨励により校内における教職員の協働的な

学び合いが充実していると回答した学校の割合
0.0％

(2022(令和４)年度)

92.3％

(2024(令和６)年度)
100%

授業の内容がよくわかると答えた

児童生徒の割合（公立小・中学校）

小国

小算

86.9％

83.1％

(2023(令和５)年度)

84.8％

79.5％

(2025(令和７)年度)

90.0％

90.0％

中国

中数

82.9％

77.4％

(2023(令和５)年度)

79.1％

74.0％

(2025(令和７)年度)

90.0％

90.0％

１ ➊「山口県教職員人材育成基本方針」

  キャリアステージ（教職経験）ごとに求められる教員の役割や資質能力を示すとともに、

本県教育を担う人材の育成に向けた取組の方針を示したもの。

取組の進捗 p-d-Check-a

１ 教員の養成・採用・研修の一体的な取組を推進します。
２ 大学等と連携し、優秀で意欲のある教員の養成を図ります。
３ 人物重視の選考や採用制度の改善を通して、教員の確保を図ります。

４ 研修の充実を図り、キャリアステージや適性等に応じた資質能力の向上を図ります。

５ 適切な目標管理や適材適所の人事異動により、教職員一人ひとりの主体的な成長を図ります。

教員の養成・採用・研修の一体的な取組の推進
(担当：教職員課／やまぐち総合教育支援センター／関係課室)

参考

- 98 -



６ 豊かな学びを支える教育環境の充実

- 98 -

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値 目標値

(2027(令和９)年度)

教員採用試験における志願倍率
2.9倍

(2022(令和４)年度)

2.3倍

(2025(令和７)年度)
3.2倍

研修奨励により校内における教職員の協働的な

学び合いが充実していると回答した学校の割合
0.0％

(2022(令和４)年度)

92.3％

(2024(令和６)年度)
100%

授業の内容がよくわかると答えた

児童生徒の割合（公立小・中学校）

小国

小算

86.9％

83.1％

(2023(令和５)年度)

84.8％

79.5％

(2025(令和７)年度)

90.0％

90.0％

中国

中数

82.9％

77.4％

(2023(令和５)年度)

79.1％

74.0％

(2025(令和７)年度)

90.0％

90.0％

１ ➊「山口県教職員人材育成基本方針」

  キャリアステージ（教職経験）ごとに求められる教員の役割や資質能力を示すとともに、

本県教育を担う人材の育成に向けた取組の方針を示したもの。

取組の進捗 p-d-Check-a

１ 教員の養成・採用・研修の一体的な取組を推進します。
２ 大学等と連携し、優秀で意欲のある教員の養成を図ります。
３ 人物重視の選考や採用制度の改善を通して、教員の確保を図ります。

４ 研修の充実を図り、キャリアステージや適性等に応じた資質能力の向上を図ります。

５ 適切な目標管理や適材適所の人事異動により、教職員一人ひとりの主体的な成長を図ります。
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(担当：教職員課／やまぐち総合教育支援センター／関係課室)

参考
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資質能力

２ ➋「山口県教員育成指標」

  教員がキャリアステージに応じて計画的・継続的に資質能力の向上を図るための目安を具

体的に示したもの。

  教職の魅力や採用試験等の積極的な情報発信の推進と優れた人材が本県の教員をめざすた

めの支援を充実するとともに、多様な専門性や背景を持つ人材を教員として取り入れるため

の採用試験の更なる工夫・改善に取り組みます。

山口県の教諭に共通的に求められる資質能力（構造図）

注１）「特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応に関すること」は、「学習指導」「生徒指導」「学校教育全体を通じた活動」を個別最適に行うものとして
   位置付けており、特別な配慮や支援には「日本語指導が必要な子どもへの対応など」も含む
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管

理
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１ ❹研修体制の整備

全国教員研修プラットフォーム（Plant）を活用した受講申込や受講履歴の登録などによ

る研修管理の一元化及び当該登録を活用した対話に基づく研修奨励を実施します。

２ ❻人材育成の推進

人材育成校内会議の進行管理により、「育成可能な学校づくり」「確実な育成の進行管理」

「校内の共通実践づくり」「安心できる関係づくり」「若手の状況・有効な指導支援方法の情

報共有」の５つのポイントに取り組み、新採から３年次までの教職員を中心とした人材育成を

推進します。

若手人材を支える校内支援体制
○ ユニット型研修・チーム編成
○ 若手教員チームのリーダーの指名
○ 若手教員チームによるミニ研修の時間の確保

地域の方と一
緒に全国学力・
学習状況調査
の問題を解い
てみよう

子どもたちに
はこんな学力
が必要なの
か！

話し合い活動が充実し
ていて説明する力がつ
いているね

説明する力はついてきて
いるので、次は各力をつ
けるための活動を取り入
れたらどうでしょう？

もっといろいろな人
に見てもらおう

教員とは異なる視点で意見
をもらうことができるので
授業改善の参考になってい
るよ！

課題の共有 授 業 参 観 ユニット型研修

授 業 改 善

参加者の拡大

○ 人材育成

校内会議の充実

○ 校内研修の充実

○ 校内支援体制の確立

○ 教育委員会との連携

学校の課題解決に向かう授業改善に課題解解解決に向かう授業
直結する校内研修

★ 評価・調査の結果に基づく校内研修計画づくり

★ 共通実践に基づく授業改善（板書型指導案活用）

★ 教科・学年・学級の壁を取り除く工夫

      （小：教科担任制 小・中：ユニット型研修）

若手教員人材育成若手教員人材育成
スペシャリスト会議

初任研担当者 担当指導主事等

（総合教育支援センター・県教委）

○ 情報共有・育成プランの検討

■育成状況の
確認

■状況に応じた
指導

■育成に効果的
な情報提供

研修会情報の提供
○ 他校教員が校内研修に参加できる  

体制の整備（中心校と連携）

合同研修会
○ 県教委と各市町教委が、各学校の

成果と課題について協議

各種研修資料作成
○ 各教科における「指導と評価の一体化」のための学習
評価のポイントの活用

○ 教科等の指導における ICTの活用
○ ４点セットの活用

初任研
○ 実践的指導力、使命感、幅広い知見を養う○ 実践的指導力、使命感、幅広い知見を養う

フォローアップ研
○ 日々の教育実践に生きる確かな資質能力を高める

校内において複数の先輩教員が複数の初任
者や経験の浅い教員と、継続的、定期的に
交流し、信頼関係を築きながら日常の活動
を支援し、相互の人材育成を図る。

情
報
共
有

市町教委

県教委

学 校 教育委員会

校長 教頭 初任研担当者校長 教頭 初任研担当者
学年主任 担当指導主事等学学学学学学

新採から３年目までの教職員に新採から３年目までの教職員に
関する現状・課題・育成方針に関する現状・課題・育成方針に
ついて情報共有

管理職を中心とした管理職を中心とした
「ラインケア」「ラインケア」
の取り組み

■効果的な指
導・支援の  
共有

■育成状況の
相談・報告

学校ならではの
日常化・拡大化

「新たな教師の学びの姿」の実現 (担当：教職員課／やまぐち総合教育支援センター)
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＜＜国国参参考考資資料料＞＞ 

中央教育審議会答申 

「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について 

～学び合い、高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～」(Ｈ27.12.21) 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1365665.htm 

 

中央教育審議会答申 

「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について 

～「新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成～」(Ｒ４.12.19) 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00004.htm 

 

 

＜＜県県参参考考資資料料＞＞  

教職員課 

❶❶「山口県教職員人材育成基本方針」（Ｒ６.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26295.html 

 

教職員課 

❷❷「山口県教員育成指標」（Ｒ８.３）及び「山口県教員研修計画」（Ｒ８.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26367.html 

 

教職員課 

❸❸「先生になるなら“やまぐち”で！学びサイト」 

https://sites.google.com/g.ysn21.jp/naruyama/ 

 

教職員課 

❼❼「学校におけるＯＪＴ推進の手引き」（Ｈ24.４） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26308.html 

 

 

教職員課 

「教育実習実施に当たってのガイドライン」 （Ｈ25.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26386.html 

 

教職員課 

「組織的な学校運営による学校の総合力の向上に向けて～５つのアプローチ～」(Ｈ24.６） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/76039.pdf 

 

教職員課 

「学校事務職員の学校運営への参画による学校の総合力の向上に向けて」（Ｈ25.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26368.html 

 

教職員課 

「組織的な学校運営による学校の総合力の向上に向けた『実践事例・提案事例集』」（Ｈ25.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26369.html  

 

❺❺「やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）」 
https://www.yama-labo.ysn21.jp/ 
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㉕ 多様な学びのニーズに応える特色ある学校づくり 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 「第３期県立高校将来構想❶」に基づき、中学校卒業見込者数の推移や中学生の志願状

況、地域バランスや分散型都市構造にある本県の特性等を踏まえながら、全県的な視点に

立って、年次的・計画的に学校・学科の再編整備を推進します。 

◆ 生徒や保護者の学習ニーズの多様化に、より的確に対応した教育の推進を図るとともに、

生徒が新しい時代に対応し、他者と協働して主体的に未来を切り拓いていく力を育成する

ため、教育活動のより一層の充実や教育環境の整備に努めます。 

◆ 大学等への進学に重点を置く取組や高度な専門性をもった産業人材を育成する取組、他

校・他学科と連携・協働した探究活動などを拠点的に推進する学校を県内にバランスよく

配置することで、特色ある学校づくりを全県的に推進します。 

◆ 各学校においては、コミュニティ・スクールを核とした多様な人々による熟議や協働活 

動等を通じて、地域・社会や異校種との連携体制の構築・強化を進めます。 
 
【主な取組】       （担当課：県立高校再編整備推進室／高校教育課／地域連携教育推進課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 「第３期県立高校将来構想」に基づく年次的・計画的な取組の推進 

 ○ 高校教育の質の確保・向上をめざした再編整備の推進 

・ 望ましい学校規模（１学年４～８学級）の確保をめざした再編整備

の推進 

県教委  

○ 県立高校再編整備計画 前期実施計画（令和４年度～令和８年度〔2022年

度～2026年度〕）❷及び後期実施計画（令和９年度～令和15年度〔2027年

度～2033年度〕）❸の実施 

・ 学校・学科の再編整備の着実な推進 

県教委  

■ 「特色ある学校づくり」の推進 

 ○ 「スクール・ミッション」「スクール・ポリシー」に基づく各学校の特色化・魅力化の推進 

 
・ 「特色ある学校づくり」の推進による、多様な学びのニーズへの対

応と中学生の主体的な進路選択の促進 
県教委  

 
・ 各学校のスクール・ミッション及びスクール・ポリシーによる、  

めざす学校の姿や育てたい生徒像などの明確化 

学校 

（高） 
 

○ 中学生の進路選択に資する取組の推進 

 
・ 公立高等学校の特色を紹介するＷｅｂページ「中学生のための学校

紹介」❹の充実 
県教委  

 
・ ＩＣＴを活用した申込みの簡略化やオンライン開催の併用など、 

中学生が参加しやすい体験入学や説明会等の実施 

学校 

（高） 
 

拡 特色・魅力ある学びを実現する学校・学科の検討 

・ 先進的な技術や高度な専門性を身に付けることができる高校や、多

様な進路選択に柔軟に対応できる学科など、各学校や地域の実情、生

徒・保護者のニーズに応じた学校・学科の在り方についての検討 

県教委  

新 県立高校における教育活動・教育環境の更なる充実 

・ 国の「高校教育改革に関する基本方針」を踏まえた、「高等学校教育

改革実行計画」の策定 

県教委 
P121 
P156 
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P156 
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

中学生が説明会（各高校で開催される
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(2024(令和６)年度)
1.5校

教育課程内において、地域・社会との

協働活動を行った県立高校等の割合

0.0％

(2022(令和４)年度)
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100%
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学校

（中・高）

○ 今後の中高一貫教育の推進に向けた検討

・ 進学指導に重点を置いた中高一貫教育の推進 県教委

・ 各中高一貫教育校（中等教育学校・併設型）の実情を踏まえた教育
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P153

取組の進捗 p-d-Check-a
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実施内容

■ 全日制課程

（１）再編統合・募集停止

・ 宇部西高校の生徒募集を停止し、教育機能等を山口農業高校などに継承（令和６年度〔2024

年度〕）

・ 家庭科教育の充実を図るため、厚狭高校と田部高校を再編統合して、校地を厚狭高校北校舎

とする厚狭明進高校を設置（令和７年度〔2025年度〕）

・ 教育の質の確保・向上を図るため、柳井高校・柳井商工高校・熊毛南高校・田布施農工高校・

熊毛北高校の５校を再編統合して、新高校「柳井高校」「田布施農工高校」を設置（令和８年度

〔2026年度〕）

※ 萩高校奈古分校の生徒募集の停止を検討

（２）文理探究科の設置

・ 進学に重点を置く取組を推進するため、岩国高校・徳山高校・山口高校に文理探究科を設置

（令和７年度〔2025年度〕）

※ 宇部高校、下関西高校、萩高校の「探究科」についても、名称を変更

（３）中高一貫教育校（併設型）の設置

・ 進学指導に重点を置いた中高一貫教育を行うため、岩国高校・下関西高校に岩国高校附属中

学校・下関西高校附属中学校を設置（令和８年度〔2026年度〕）

※ 岩国高校への併設型中学校設置に合わせて、高森みどり中学校の生徒募集を停止（令和８年度〔2026年度〕）

実施内容

■ 全日制課程

（１）再編統合・募集停止

・下松高校と華陵高校を再編統合（校地：下松高校／令和１１年度〔2029年度〕）

・豊浦高校と長府高校を再編統合（校地：豊浦高校／令和１２年度〔2030年度〕）

・萩高校と萩商工高校を再編統合（校地：萩高校／令和１２年度〔2030年度〕）

・新南陽高校と南陽工業高校を再編統合（校地：南陽工業高校／令和１３年度〔2031年度〕）

・宇部工業高校と小野田工業高校を再編統合（校地：宇部工業高校／令和１３年度〔2031年度〕）

・岩国総合高校と岩国商業高校を再編統合（校地：岩国商業高校／令和１４年度〔2032年度〕）

・下関西高校と下関南高校を再編統合（校地：下関西高校／令和１５年度〔2033年度〕）

※岩国高校坂上分校、山口農業高校西市分校、萩高校奈古分校の生徒募集の停止を検討

参考

❷「県立高校再編整備計画 前期実施計画（令和４年度～令和８年度）」

（Ｒ４.12策定、Ｒ５.12一部改定）の概要  (担当：県立高校再編整備推進室)

❸「県立高校再編整備計画 後期実施計画（令和９年度～令和 15年度）」

（Ｒ８.３策定）の概要                 (担当：県立高校再編整備推進室)

(2022年度～2026年度)

(2027年度～2033年度)
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（２）学科改編 

＜未来デザイン科※１（仮称）の設置＞ 

・美祢青嶺高校※２、下関北高校 （令和１０年度〔2028年度〕） 

・高森高校、防府西高校 （令和１１年度〔2029年度〕） 

※１ 令和４年度より設置が可能となった普通教育を主とする学科の名称 
※２ 工業に関する学科は学科改編を検討 

 

＜普通科教職コース、デジタル創造科（仮称）の設置＞ 

・山口中央高校 （令和１２年度〔2030年度〕） 

■ 定時制課程 

（１）分校の独立 

・岩国商業高校東分校 （令和１３年度〔2031年度〕） 

（２）募集停止 

・岩国商業高校東分校定時制夜間部 （令和１０年度〔2028年度〕） 

・小野田工業高校定時制 （令和１２年度〔2030年度〕）  
 

  
 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜県県参参考考資資料料＞＞  

❶県立高校再編整備推進室「第３期県立高校将来構想」（Ｒ４.３策定） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/262/297302.html 

 

❷❸県立高校再編整備推進室「第３期県立高校将来構想の推進」 

＜県立高校再編整備計画 前期実施計画＞＜県立高校再編整備計画 後期実施計画＞ 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/262/297301.html 

 

❹山口県教育委員会「中学生のための学校紹介」 

https://sites.google.com/g.ysn21.jp/s-navi/ 

各高校のスクール・ミッションやスクール・ポリシー、具体的な取組などを見ることができます。 
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・岩国商業高校東分校定時制夜間部 （令和１０年度〔2028年度〕） 

・小野田工業高校定時制 （令和１２年度〔2030年度〕）  
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❶県立高校再編整備推進室「第３期県立高校将来構想」（Ｒ４.３策定） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/262/297302.html 

 

❷❸県立高校再編整備推進室「第３期県立高校将来構想の推進」 

＜県立高校再編整備計画 前期実施計画＞＜県立高校再編整備計画 後期実施計画＞ 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/262/297301.html 

 

❹山口県教育委員会「中学生のための学校紹介」 

https://sites.google.com/g.ysn21.jp/s-navi/ 

各高校のスクール・ミッションやスクール・ポリシー、具体的な取組などを見ることができます。 
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・高森高校、防府西高校 （令和１１年度〔2029年度〕） 

※１ 令和４年度より設置が可能となった普通教育を主とする学科の名称 
※２ 工業に関する学科は学科改編を検討 
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㉖ 私立学校における特色ある教育の推進
【2026(令和８)年度の取組方針】

◆ 経常的経費を対象とした補助など私学助成の充実や、積極的な情報提供等により、私立

学校の特色ある教育活動の展開を支援し、私立学校の更なる振興を図ります。

◆ 幼稚園は、地域の幼児教育のセンターとしての役割が期待されることから、私立幼稚園

での子育て支援など、地域に開かれた幼稚園づくりを支援します。
◆ 幼児・生徒の安心・安全を図るため、県費助成制度等による支援により、私立学校施設
の耐震化を促進します。

【主な取組】                     （担当課室：総務部学事文書課）

※別途予算計上（知事部局）

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

子育て支援を行っている私立幼稚園の割合
93.3％

(2022(令和４)年)

96.6％
(2024(令和６)年)

100%

私立学校（幼・中・高）の耐震化率
［２階以上又は 200㎡以上の非木造施設］

93.8％
(2022(令和４)年)

94.0％
(2024(令和６)年)

概ね解消

主な取組と内容 主な取組主体 予算
■ 私学助成の充実

○ 幼稚園、高等学校等の教育に係る経常的経費への補助

・ 私立幼稚園、中学校、高等学校における教育に係る経常的経費の  

一部を補助

・ 私立幼稚園が幼児教育水準の維持向上のために実施する教員処遇改

善への補助

県

学校

(幼・中・高)

※

■ 地域に開かれた幼稚園づくりへの支援

○ 預かり保育に要する経費への補助

・ 私立幼稚園が平日の早朝及び教育時間終了後、土・日、夏休み等の

休業日に実施する預かり保育に係る担当教員人件費等の一部を補助

県

学校(幼)
※

○ 特別の支援が必要な幼児の受入れに要する経費への補助

・ 私立幼稚園が実施する特別の支援が必要な障害のある幼児の受入

れ、医療的ケアを行う看護職員等の配置に要する経費の一部を補助

県

学校(幼)
※

○ 幼稚園の幼児教育のセンター機能を活用した地域開放に要する経費へ

の補助

・ 私立幼稚園が実施する幼児教育相談、幼児教育講演会、園の教育  

機能等の地域への開放、未就園児の親子登園等に要する経費の一部を

補助

県

学校(幼)
※

■ 私立学校の耐震化の促進

○ 私立学校における耐震化への補助

・ 私立幼稚園、中学校、高等学校が実施する園舎・校舎等の耐震補強・

改築工事等に要する経費の一部を補助

県

学校

(幼・中・高)

※

取組の進捗 p-d-Check-a
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